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（３）今後の健康づくりの取組み

【今後の目指す姿】
　済生会は、社会的に弱い立場にある人など、すべての人々を地域の一員として受け入れ、共に支え合って生きていくという「ソー
シャルインクルージョン」に取り組んでいます。職員だけでなく、地域の方々も健康を維持出来るよう、今後も啓蒙活動に取組みま
す。
【重点的に取り組む内容】
　・有所見者に対する再検査、治療の実施、要改善者に対する積極的な受診の勧奨
　・がん撲滅のための啓蒙活動の実施（地域公開講座、ピンクリボン運動、地域での講演会等）

福井県済生会病院

（２）事業所で取り組んでいる健康づくり

【取組みの目標】
　当院は、地域の公的病院として、地域の皆さんに最良、最適な医療を提供する
ことを使命の一つとして掲げているが、その使命を全うするためには、医療を提
供する職員が健康であることが必要である。また、職員だけでなく、地域の皆さ
んが健康を維持するために、地域に出向いて啓蒙活動を行っている。

【取組みの内容】
＜必須項目＞
⑤食生活の改善に向けた取り組み
　院内に食堂を設置し、カロリー計算した食事を提供している。また、定食で
は、メイン、小鉢２皿を提供し、栄養のバランスを考慮している。（カロリー表
示あり）

＜選択項目＞
④健康増進に向けた具体的な取り組み
　定期健康診断の結果、有所見者に対する再検査、治療の実施率50％を目標（複
数年計画により100％を目標とする）また、特に改善が必要な職員においては、
産業医、保健師との面談を行い積極に受診を勧奨する。要改善者においては、再
検査、治療の実施率100％を目標（令和3年度からの取り組み）

⑦運動機会の増進に向けた取り組み
　院内にフィットネスジムを設置し、気軽に運動出来る環境を提供している。ま
た、定期健康診断の結果、特定保健指導の対象となった職員に対して、生活習慣
を改善するため、特定保健指導の対象期間は、無料でジムを開放している。

⑧女性の健康保持・増進に向けた取り組み
　定期健康診断に合わせて、乳がん検診、子宮頸がん検診の受診を推奨してい
る。（偶数年齢においては、協会けんぽの補助を活用）また、希望する職員を対
象に、外来において乳がん検診を実施。（奇数年齢の職員を対象。費用は病院が
負担）

⑨メンタル不調者への対応に関する取り組み
　ポータルサイトに相談窓口を設置し、産業医、保健師、公認心理士等の産業保
健スタッフが連携して相談に応じる体制としている。また、年1回程度、全職員
を対象にメンタルヘルスにかかる研修会を実施。

⑩感染予防に向けた取り組み
　年2回、全職員を対象に感染予防に向けた研修会を実施。また、ワクチン接種
（インフルエンザ、B型肝炎、流行性ウイルス疾患等）の推奨。

⑪禁煙率低下に向けた取り組み
　敷地内禁煙の実施。また、定期健康診断の際、喫煙者に対して禁煙を促すとと
もに、院内に設置されている禁煙外来の受診を推奨している。

【取組みによる成果】

・再検査、治療の実施率
　令和2年度より、有所見者に対する再検査、治療の
実施を促していることから、令和3年度末に調査を予
定。また、特に改善が必要な職員に対する再検査、
治療の実施率については、令和3年度からの取り組み
であることから、令和4年度末に調査予定。

（１）事業所の概要


